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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘッドパイプ、および前記ヘッドパイプに接続され、前記ヘッドパイプから車幅方向の
一側および他側にそれぞれ拡開しつつ後方へ伸長する一対のメインフレームを有する車体
フレームと、
　前記一対のメインフレーム間に支持されたエンジンと、
　前記エンジンに設けられ、冷却水を吐出するウォータポンプと、
　前記エンジンの前方に設けられ、冷却水を冷却するラジエータと、
　前記ウォータポンプから吐出された冷却水が前記エンジンおよび前記ラジエータを流通
して前記ウォータポンプへ戻るように当該冷却水を循環させる冷却水経路と、
　前記冷却水経路に冷却水を注入する注水口を有し、前記ラジエータから分離した注水部
と、
　前記ラジエータに設けられた冷却水供給口と前記注水部との間を接続する注水配管とを
備え、
　前記注水部は、前記エンジンおよび前記ラジエータよりも高い位置であって、車幅方向
において中心よりも一側であり、前記一対のメインフレーム間の外側であり、かつ車幅方
向において前記ラジエータの一側端部よりも内側である位置に配置され、
　前記ラジエータは当該ラジエータの下部が当該ラジエータの上部よりも後方に位置する
ように傾斜しており、
　前記冷却水供給口は前記ラジエータの車幅方向一側部分の後面の下部において前記エン
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ジンのシリンダヘッドカバーよりも下方に位置する部分に配置され、
　前記注水配管は、前記冷却水供給口と前記注水部との間を上下方向に略直線状に伸長し
ていることを特徴とする鞍乗型車両。
【請求項２】
　前記冷却水経路の途中に接続され、前記冷却水経路を循環する冷却水の温度に応じて前
記ラジエータを流通する冷却水の量を制御するサーモスタットを有するサーモスタットハ
ウジングを備え、
　前記サーモスタットハウジングは前記エンジンの上方に配置され、前記注水部は前記サ
ーモスタットハウジングよりも高い位置に配置されていることを特徴とする請求項１に記
載の鞍乗型車両。
【請求項３】
　前記注水部は前記サーモスタットハウジングよりも車幅方向外側に配置されていること
を特徴とする請求項２に記載の鞍乗型車両。
【請求項４】
　前記注水部は、当該鞍乗型車両の上面視において、前記ラジエータの上端部に沿って車
幅方向に伸長する直線と、前記一対のメインフレームのうち車幅方向一側のメインフレー
ムの前端部に沿って伸長する直線と、前記ラジエータにおける車幅方向一側の上隅部を通
って前記鞍乗型車両の前後方向に伸長する直線とにより囲まれた三角形の領域内の略中央
に配置されていることを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載の鞍乗型車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水冷式エンジンを備えた鞍乗型車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、水冷式エンジンを搭載した鞍乗型車両は、冷却水を吐出するウォータポンプと
、エンジン内に冷却水を流通させてエンジンを冷却するウォータジャケットと、エンジン
を冷却した後の冷却水を走行風または電動ファンにより冷却するラジエータ等を備えてい
る。
【０００３】
　また、このような鞍乗型車両には、ウォータポンプ、ウォータジャケットおよびラジエ
ータ等を配管等により接続することにより冷却水経路が形成され、さらに、この冷却水経
路内に冷却水を注入する冷却水注水口が設けられている。
【０００４】
　従来の多くの鞍乗型車両において、冷却水注水口はラジエータの左端部または右端部の
上部に形成され、冷却水注水口にはラジエータキャップが取り付けられている。また、従
来の鞍乗型車両の中には、例えば特許文献１に記載されているように、冷却水注水口がエ
ンジンの上方に配置されているものもある。
【０００５】
　例えば、鞍乗型車両の整備時に冷却水を交換するとき、整備作業者は冷却水注水口から
冷却水を注入する。なお、鞍乗型車両の日常的な簡易な整備において少量の冷却水を補充
する場合には、このような冷却水注水口ではなく、例えばリザーバタンクに設けられた別
の注水口から冷却水を補充する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－１７３３３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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　ところで、冷却水注水口は、整備作業者による冷却水の注入を容易にするために、簡単
な作業によって冷却水注水口を外部に露出させることが可能な位置に配置することが望ま
れる。また、冷却水注水口の位置は、当該冷却水注水口からの冷却水の注入により冷却水
経路内に冷却水を充填することが可能となるように、冷却水経路の最も高い位置またはそ
れよりも高い位置に設定する必要がある。
【０００８】
　この点、冷却水注水口がラジエータの左端部または右端部の上部に形成されている構成
によれば、整備作業者はラジエータキャップを取り外すだけの簡単な作業によって冷却水
注水口を外部に露出させることができる。
【０００９】
　しかしながら、この構成は、冷却水の配管がエンジン上方等、ラジエータよりも高い位
置に配置されている鞍乗型車両には採用することができない。すなわち、この構成では、
冷却水注水口がラジエータに一体形成されているため、冷却水経路の一部がラジエータよ
りも高い位置に配置されている鞍乗型車両においては、冷却水注水口の位置を冷却水経路
の最も高い位置またはそれよりも高い位置に設定することができない。
【００１０】
　一方、特許文献１に記載の鞍乗型車両のように、冷却水注水口がエンジン上方に配置さ
れている構成によれば、整備作業者は燃料タンクを取り外した後、冷却水注水口に取り付
けられたキャップを取り外すことで、冷却水注水口を外部に露出させることができる。燃
料タンクを取り外す作業を要するものの、燃料タンクは比較的着脱が容易であるため、こ
の構成によれば、簡単な作業によって冷却水注水口を外部に露出させることができるとい
える。
【００１１】
　また、この構成は、冷却水の配管がエンジン上方等、ラジエータよりも高い位置に配置
されている鞍乗型車両にも採用することができる。すなわち、この構成では、冷却水注水
口がエンジン上方に配置されているため、冷却水経路の一部がラジエータよりも高い位置
に配置されている鞍乗型車両においても、冷却水注水口の位置を冷却水経路の最も高い位
置またはそれよりも高い位置に容易に設定することができる。
【００１２】
　しかしながら、この構成は、エンジン上方に例えばエアクリーナ等の部品が配置されて
いる鞍乗型車両には採用し難い。すなわち、エンジン上方にエアクリーナ等の部品が配置
されている場合、エンジン上方に空きスペースが少なく、エンジン上方に冷却水注水口を
配置するスペースを確保することが困難である。また、エンジンの上面と、エンジンの上
方に配置されたエアクリーナ等の部品との間の空間に冷却水注水口を配置した場合には、
冷却水注入時に冷却水注水口を露出させるために、燃料タンクだけでなくエアクリーナ等
の部品をも取り外さなければならない。この結果、冷却水注水口を露出させて冷却水を注
入する作業を行う際に、工数の多い複雑な作業を整備作業者に要求することとなる。
【００１３】
　他方、冷却水注水口を、ラジエータおよびエンジンよりも高い位置であって、エンジン
の左側または右側に配置する構成が考えられる。この構成によれば、整備作業者は簡単な
作業によって冷却水注水口を外部に露出させることができ、また、冷却水経路の一部がエ
ンジン上方等、ラジエータよりも高い位置に配置されている場合でも冷却水注水口の位置
を冷却水経路の最も高い位置またはそれよりも高い位置に設定することができ、また、エ
ンジン上方にエアクリーナ等の部品が配置されていても、支障なく、冷却水注水口を配置
することができる。
【００１４】
　しかしながら、この構成の場合、鞍乗型車両の車幅が大きくなり、鞍乗型車両のハンド
リング性を低下させる等の問題が生じるおそれがある。
【００１５】
　本発明は例えば上述したような問題に鑑みなされたものであり、本発明の課題は、冷却
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水経路の一部がラジエータおよびエンジンよりも高い位置に配置され、かつエンジン上方
にエアクリーナ等の部品が配置されている場合であっても、冷却水注水口を、外部に容易
に露出させることができ、かつ冷却水経路の最も高い位置またはそれよりも高い位置に配
置することができると共に、車幅を小さくすることができる鞍乗型車両を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために、本発明の鞍乗型車両は、ヘッドパイプ、および前記ヘッド
パイプに接続され、前記ヘッドパイプから車幅方向の一側および他側にそれぞれ拡開しつ
つ後方へ伸長する一対のメインフレームを有する車体フレームと、前記一対のメインフレ
ーム間に支持されたエンジンと、前記エンジンに設けられ、冷却水を吐出するウォータポ
ンプと、前記エンジンの前方に設けられ、冷却水を冷却するラジエータと、前記ウォータ
ポンプから吐出された冷却水が前記エンジンおよび前記ラジエータを流通して前記ウォー
タポンプへ戻るように当該冷却水を循環させる冷却水経路と、前記冷却水経路に冷却水を
注入する注水口を有し、前記ラジエータから分離した注水部と、前記ラジエータに設けら
れた冷却水供給口と前記注水部との間を接続する注水配管とを備え、前記注水部は、前記
エンジンおよび前記ラジエータよりも高い位置であって、車幅方向において中心よりも一
側であり、前記一対のメインフレーム間の外側であり、かつ車幅方向において前記ラジエ
ータの一側端部よりも内側である位置に配置され、前記ラジエータは当該ラジエータの下
部が当該ラジエータの上部よりも後方に位置するように傾斜しており、前記冷却水供給口
は前記ラジエータの車幅方向一側部分の後面の下部において前記エンジンのシリンダヘッ
ドカバーよりも下方に位置する部分に配置され、前記注水配管は、前記冷却水供給口と前
記注水部との間を上下方向に略直線状に伸長していることを特徴とする。
【００１７】
　本発明のこの態様によれば、注水口を有する注水部は、一対のメインフレーム間の外側
に配置されており、一対のメインフレーム間の内側に配置されているエンジンの上方から
外れた場所に位置している。したがって、エンジン上方にエアクリーナ等の部品が配置さ
れている場合でも、これらの部品により注水口の上方が遮られることがない。また、この
ような位置に注水部が配置されているので、注水口の上方に空間を形成することが容易に
なる。それゆえ、整備作業者は、冷却水注入時に、注水口を外部に容易に露出させること
ができ、冷却水を注水口に簡単に注入することができる。また、注水部が、車幅方向にお
いて、中心よりも一側であって、ラジエータの一側端部よりも内側に配置されているので
、鞍乗型車両の車幅を小さくすることができる。また、注水部がエンジンおよびラジエー
タよりも高い位置に配置されているので、冷却水経路の一部がエンジンおよびラジエータ
よりも高い位置に配置されている場合であっても、注水口の位置を冷却水経路の最も高い
位置またはそれよりも高い位置に設定することができる。
【００１８】
　また、上述した本発明の鞍乗型車両において、前記冷却水経路の途中に接続され、前記
冷却水経路を循環する冷却水の温度に応じて前記ラジエータを流通する冷却水の量を制御
するサーモスタットを有するサーモスタットハウジングを備え、前記サーモスタットハウ
ジングは前記エンジンの上方に配置され、前記注水部は前記サーモスタットハウジングよ
りも高い位置に配置されていることが好ましい。
【００１９】
　本発明のこの態様によれば、冷却水経路の途中に接続されたサーモスタットハウジング
がエンジンの上方に配置されている場合であっても、このサーモスタットハウジングより
も高い位置に注水部が配置されているので、注水口の位置を冷却水経路の最も高い位置ま
たはそれよりも高い位置に設定することができる。
【００２０】
　また、上述した本発明の鞍乗型車両において、前記注水部は前記サーモスタットハウジ
ングよりも車幅方向外側に配置されていることが好ましい。
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【００２１】
　本発明のこの態様によれば、注水部が、エンジンの上方に配置されたサーモスタットハ
ウジングよりも車幅方向外側に配置されているので、エンジン上方（サーモスタットハウ
ジングの上方）にエアクリーナ等の部品が配置されている場合でも、これらの部品により
注水口の上方が遮られることがない。
【００２２】
　また、上述した本発明の鞍乗型車両において、前記注水部は、当該鞍乗型車両の上面視
において、前記ラジエータの上端部に沿って車幅方向に伸長する直線と、前記一対のメイ
ンフレームのうち車幅方向一側のメインフレームの前端部に沿って伸長する直線と、前記
ラジエータにおける車幅方向一側の上隅部を通って前記鞍乗型車両の前後方向に伸長する
直線とにより囲まれた三角形の領域内の略中央に配置されていることが好ましい。
【００２３】
　本発明のこの態様によれば、注水部の位置が、エンジンの上方から外れた位置となるの
で、エンジン上方にエアクリーナ等の部品が配置されている場合でも、これらの部品によ
り注水口の上方が遮られることを防止することができる。また、注水部の位置が、一対の
メインフレーム間の外側となるので、整備作業者は、冷却水注入時に注水口を外部に容易
に露出させることができ、注水口に容易にアクセスすることができる。また、注水部の位
置が、車幅方向においてラジエータの一側端部よりも内側となるので、鞍乗型車両の車幅
を小さくすることができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、鞍乗型車両において、冷却水経路の一部がラジエータおよびエンジン
よりも高い位置に配置され、かつエンジン上方にエアクリーナ等の部品が配置されている
場合であっても、冷却水注水口を、外部に容易に露出させることができ、かつ冷却水経路
の最も高い位置またはそれよりも高い位置に配置することができると共に、車幅を小さく
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車を示す説明図である
。
【図２】本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車の車体フレームおよ
びエンジンユニットの正面図である。
【図３】図２中の車体フレームおよびエンジンユニットの左側面図である。
【図４】図２中の車体フレームおよびエンジンユニットの右側面図である。
【図５】図２中の車体フレームおよびエンジンユニットの平面図である。
【図６】図２中のエンジンユニットにおいてラジエータを取り除いた状態を示す正面図で
ある。
【図７】図５中のエンジンユニットにおいてエアクリーナ、インタークーラ、排風ダクト
、サージタンク等を取り除いた状態を示す平面図である。
【図８】本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車における冷却水流制
御ユニットの外観を示す説明図である。
【図９】本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車における冷却水経路
および冷却水流制御ユニットの内部を示す説明図である。
【図１０】本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車における冷却水流
制御ユニットの動作を示す説明図である。
【図１１】本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車における冷却水流
制御ユニットの動作を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　　（過給機付き自動二輪車）
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　図１は本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車を示している。図１
では、説明の便宜上、過給機付き自動二輪車の車体フレーム２１１およびエンジンユニッ
ト１１以外の部分を二点鎖線で示している。また、図２ないし図５は車体フレーム２１１
およびエンジンユニット１１の正面図、左側面図、右側面図および平面図であり、図６は
エンジンユニット１１からラジエータ３３を取り除いた状態を示す正面図である。また、
図７はエンジンユニット１１からエアクリーナ１１１、インタークーラ１１７およびサー
ジタンク１１９を取り除いた状態を示す平面図である。また、以下の実施形態の説明にお
いて、前、後、左、右、上および下の方向は、過給機付き自動二輪車のシートに座した運
転者を基準とする。
【００２７】
　図１において、本発明の鞍乗型車両の実施形態である過給機付き自動二輪車１の車体フ
レーム２１１は、例えば複数の鋼鉄製パイプを接合することにより形成されている。具体
的には、車体フレーム２１１は、自動二輪車１の前部上側に配置されたヘッドパイプ２１
２と、自動二輪車１の左部および右部にそれぞれ配置され、前端部がヘッドパイプ２１２
の上部に接続され、後端側が下方に傾斜しつつ後方へ伸長する一対のメインフレーム２１
３と、自動二輪車１の左部および右部にそれぞれ配置され、前端部がヘッドパイプ２１２
の下部に接続され、後端側がメインフレーム２１３よりも大きく下方に傾斜しつつ後方へ
伸長する一対のダウンチューブ２１４と、自動二輪車１の左部および右部にそれぞれ配置
され、前端部がダウンチューブ２１４の中間部にそれぞれ接続され、後端側が後方へ伸長
する一対のサイドフレーム２１５と、メインフレーム２１３の後端側にそれぞれ接合され
た一対のピボットフレーム２１６とを備えている。また、メインフレーム２１３、ダウン
チューブ２１４およびサイドフレーム２１５間には補強フレーム２１７が設けられている
。
【００２８】
　また、図５に示すように、一対のメインフレーム２１３はヘッドパイプ２１２から左、
右にそれぞれ拡開しつつ後方へ伸長している。すなわち、自動二輪車１の左右方向（車幅
方向）の中心を自動二輪車１の前後方向に貫く直線を基準線Ｓとすると、右側のメインフ
レーム２１３の前端部は、自動二輪車１の左右方向の中心に配置されたヘッドパイプ２１
２から、右後方に斜めに伸長している。その後、この右側のメインフレーム２１３は、エ
ンジン１２のシリンダヘッド１５の後部右方付近で緩やかに湾曲した後、基準線Ｓと平行
に後方へ伸長している。その後、この右側のメインフレーム２１３は、シリンダヘッド１
５の後面を超えた付近で僅かに湾曲し、基準線Ｓに徐々に接近するように若干左方に傾斜
しつつ後方へ伸長している。また、この右側のメインフレーム２１３は、シリンダヘッド
１５の後部右方付近で最も右に膨らむが、その位置における当該右側のメインフレーム２
１３の右面（外側面）の左右方向の位置は、上ラジエータ３４の右端部の位置と等しいか
、それよりも左側（内側）である。なお、図５中の基準線Ｈは、右側のメインフレーム２
１３における最も右に膨らんだ部分の右面の左右方向の位置を示している。また、図５中
の基準線Ｅは上ラジエータ３４の右端部の位置を示している。一方、左側のメインフレー
ム２１３は、基準線Ｓを基準として、右側のメインフレーム２１３と略左右対称の形状を
有している。また、一対のダウンチューブ２１４も、一対のメインフレーム２１３とほぼ
同様に、ヘッドパイプ２１２から左、右にそれぞれ拡開しつつ後方へ伸長している。
【００２９】
　また、図１に示すように、ヘッドパイプ２１２には、ステアリングシャフト（図示せず
）が挿入され、ステアリングシャフトの上端部および下端部にはそれぞれステアリングブ
ラケット２２５が設けられている。また、上側のステアリングブラケット２２５にはハン
ドル２２６が設けられている。また、上側および下側のステアリングブラケット２２５に
は左右一対のフロントフォーク２２７の上部がそれぞれ支持され、これらフロントフォー
ク２２７の下端側には前輪２２８が支持されている。
【００３０】
　また、左右一対のピボットフレーム２１６間にはピボット軸２３１を介してスイングア
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ーム２３２の前端側が支持され、スイングアーム２３２の後端側には後輪２３３が支持さ
れている。また、後輪２３３の車軸にはドリブンスプロケット２３４が設けられ、ドリブ
ンスプロケット２３４には、後述するエンジン１２の動力を伝達するチェーン２３５が巻
回されている。
【００３１】
　また、自動二輪車１の前輪２２８と後輪２３３との間にはエンジンユニット１１が設け
られている。エンジンユニット１１は、主に、左側のメインフレーム２１３および左側の
ダウンチューブ２１４と、右側のメインフレーム２１３および右側のダウンチューブ２１
４との間に配置され、これらのフレームに支持されている。また、エンジンユニット１１
の上方には燃料タンク２４１が設けられ、燃料タンク２４１の後方にはシート２４２が設
けられている。また、自動二輪車１の左側であってエンジンユニット１１の下部後方には
サイドスタンド２４３が設けられている。また、自動二輪車１の前部上側にはアッパーカ
ウル２４４が設けられている。さらに、自動二輪車１には、エンジンユニット１１の主に
前部下側を覆うアンダーカウル２４５が設けられている。
【００３２】
　　（エンジンユニット）
　図３に示すように、エンジンユニット１１は、エンジン１２と、エンジン１２の動力を
後輪２３３へ伝達する一次減速機構、クラッチ、トランスミッション等の駆動系の一部と
、エンジン１２の可動部を潤滑する潤滑系と、空気と燃料の混合気をエンジン１２へ供給
する吸気系（過給機１１３を含む）と、混合気の燃焼により発生する排気ガスをエンジン
１２から排出する排気系の一部と、エンジン１２等を冷却する冷却系と、クランクシャフ
トの回転を利用して発電するＡＣジェネレータ等を備えている。
【００３３】
　エンジン１２は、本実施形態においては水冷式並列２気筒の４サイクルガソリンエンジ
ンである。エンジン１２には、クランクシャフトを収容するクランクケース１３が設けら
れ、クランクケース１３の上にはシリンダ１４が設けられ、シリンダ１４の上にはシリン
ダヘッド１５が設けられ、シリンダヘッド１５の上にはシリンダヘッドカバー１６が設け
られている。また、クランクケース１３の下方にはオイルパン１７が設けられている。ま
た、エンジン１２のシリンダ軸線は上側が下側よりも前に位置するように傾斜している。
また、エンジン１２には、ピストンの運動により生じる振動を軽減するバランスシャフト
が設けられている。バランスシャフトはクランクシャフトの前方に配置されている。具体
的には、エンジン１２のクランクケース１３の前部にはバランサ室１８が一体形成されて
いる。バランサ室１８はクランクケース１３の一部を前方に拡張することにより形成され
、バランサ室１８の前部はクランクケース１３の前壁部から前方に突出している。バラン
スシャフトはこのバランサ室１８内に設けられている。また、クランクケース１３の左部
にはマグネト室１９が設けられ、マグネト室１９にはＡＣジェネレータが収容されている
。
【００３４】
　また、図４に示すように、一次減速機構、クラッチ、トランスミッション等の駆動系の
一部は、エンジンユニット１１の後部に配置されている。すなわち、クランクケース１３
およびシリンダ１４の後ろ側にはトランスミッションケース２１が一体形成され、トラン
スミッションケース２１内には一次減速機構およびトランスミッションが収容されている
。また、トランスミッションケース２１の右部にはクラッチカバー２２が取り付けられ、
トランスミッションの右方に配置されたクラッチはクラッチカバー２２により覆われてい
る。また、図３に示すように、トランスミッションケース２１の左部にはスプロケットカ
バー２３が設けられ、トランスミッションの左方に配置されたドライブスプロケットはス
プロケットカバー２３により覆われている。また、ドライブスプロケットには、図１に示
すように、エンジン１２の動力を後輪２３３へ伝達するチェーン２３５が巻回されている
。
【００３５】
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　また、図６に示すように、潤滑系は、エンジン１２のオイルパン１７内に貯留されたエ
ンジンオイルを汲み上げてエンジン１２の各所へ供給するオイルポンプ、エンジンオイル
を濾過するオイルフィルタ２５、およびエンジンオイルを冷却する水冷式のオイルクーラ
２６を備えている。オイルフィルタ２５およびオイルクーラ２６はエンジン１２の前部下
側に取り付けられている。
【００３６】
　また、図３または図６に示すように、吸気系は、エアクリーナ１１１、過給機１１３、
インタークーラ１１７、排風ダクト１１８、サージタンク１１９、電子制御スロットル装
置１２０、およびインジェクタ１２３を備えている。エアクリーナ１１１は、外部から取
り込まれた空気を濾過する装置であり、その内部にはエアフィルタが設けられている。過
給機１１３は、タービン部１１４、コンプレッサ部１１５およびベアリング部１１６を備
えており、エンジン１２からの排気ガスによりタービン部１１４を駆動し、この動力によ
りコンプレッサ部１１５を駆動し、エアクリーナ１１１を介して供給された空気をコンプ
レッサ部１１５により圧縮する装置である。なお、ベアリング部１１６はタービン部１１
４内に設けられたタービンホイールおよびコンプレッサ部１１５内に設けられたコンプレ
ッサインペラを回転可能に支持するベアリングを収容する部分である。インタークーラ１
１７は、過給機１１３のコンプレッサ部１１５の圧縮により高温となった空気を冷却する
装置である。図５に示すように、インタークーラ１１７の近傍には、インタークーラ１１
７に当てた冷却風を外部へ排出する排風ダクト１１８が設けられている。サージタンク１
１９は、インタークーラ１１７により冷却された空気の流れを整流する装置である。図３
に示す電子制御スロットル装置１２０は、インタークーラ１１７を通過してエンジン１２
の吸気ポートへ供給される空気の量を調整する装置である。電子制御スロットル装置１２
０は、スロットルボディ１２１と、スロットルボディ１２１の内部に設けられ、スロット
ルボディ１２１内に形成された吸気通路を開閉するスロットルバルブと、スロットルバル
ブを駆動する駆動モータ１２２を備えている。インジェクタ１２３は、エンジン１２の吸
気ポートへ燃料を噴射する装置であり、インジェクタ１２３には、燃料タンク２４１から
インジェクタ１２３へ燃料を供給するデリバリパイプ１２４が接続されている。
【００３７】
　これら吸気系を構成する各部の配置および接続は次の通りである。すなわち、図６に示
すように、エアクリーナ１１１はエンジン１２の上方左側に配置されている。過給機１１
３はエンジン１２の前方、具体的にはシリンダ１４およびシリンダヘッド１５の前方に配
置されている。エアクリーナ１１１と過給機１１３のコンプレッサ部１１５との間はエア
インテークパイプ１２５により接続され、エアインテークパイプ１２５はエンジン１２の
前方左側に配置されている。また、インタークーラ１１７はエンジン１２の上方右側に配
置されている。過給機１１３のコンプレッサ部１１５とインタークーラ１１７との間はエ
アアウトレットパイプ１２６により接続され、エアアウトレットパイプ１２６は、エンジ
ン１２の前方左側であって、エアインテークパイプ１２５の右方に配置されている。また
、図５に示すように、サージタンク１１９はエンジン１２の上方後ろ側に配置されている
。インタークーラ１１７とサージタンク１１９との間はコネクティングパイプ１２７によ
り接続されている。コネクティングパイプ１２７はエンジン１２の上方の右後ろ側に配置
されている。また、図３に示すように、電子制御スロットル装置１２０のスロットルボデ
ィ１２１は、エンジン１２の後方上側においてサージタンク１１９とエンジン１２の吸気
ポートとの間に配置されている。
【００３８】
　外部から取り込まれた空気は、通常、エアクリーナ１１１、エアインテークパイプ１２
５、過給機１１３のコンプレッサ部１１５、エアアウトレットパイプ１２６、インターク
ーラ１１７、コネクティングパイプ１２７、サージタンク１１９、および電子制御スロッ
トル装置１２０のスロットルボディ１２１を順次通り、エンジン１２の吸気ポートに供給
される。
【００３９】
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　また、図３に示すように、過給機１１３のコンプレッサ部１１５の近傍には、過給機１
１３のコンプレッサ部１１５を介さずにエアインテークパイプ１２５とエアアウトレット
パイプ１２６との間を接続するエアバイパス通路１２８が設けられ、エアバイパス通路１
２８の途中には、エアバイパス通路１２８を連通、遮断を切り換えるエアバイパスバルブ
１２９が設けられている。
【００４０】
　なお、図３または図５においてエアクリーナ１１１の吸入口１１２を二点鎖線により模
式的に示しているが、この吸入口１１２の位置は適宜設定することができる。また、吸入
口１１２には外部の空気を吸入口１１２に導くエアダクトが設けられているが、エアダク
トについては図示を省略している。
【００４１】
　また、図６に示すように、排気系は、エンジン１２の排気ポートと過給機１１３のター
ビン部１１４との間を接続するエキゾーストパイプ１３１、過給機１１３のタービン部１
１４とマフラ側とを接続するマフラージョイントパイプ１３２、およびマフラ（図示せず
）等を備えている。これらのうち、エキゾーストパイプ１３１はエンジンユニット１１の
一部を構成する。エキゾーストパイプ１３１は、エンジン１２の前方であって排気ポート
と過給機１１３のタービン部１１４との間に配置されている。本実施形態においては、エ
キゾーストパイプ１３１は、過給機１１３のタービン部１１４のハウジングと一体形成さ
れている。具体的には、並列２気筒のエンジン１２の２つの排気ポートには２本のエキゾ
ーストパイプ１３１の一端側がそれぞれ接続されているが、これらエキゾーストパイプ１
３１の他端側は互いに結合して１本となり、さらに、この結合して１本となったエキゾー
ストパイプ１３１の他端部は過給機１１３のタービン部１１４のハウジングと一体化して
いる。なお、エキゾーストパイプ１３１とタービン部１１４のハウジングとをそれぞれ別
体として形成し、両者を接続する構成としてもよい。一方、マフラージョイントパイプ１
３２は、その一端側が過給機１１３のタービン部１１４に接続され、他端側はエンジン１
２の下方右側を通過し、マフラに向かって後方へ伸長している。また、マフラはエンジン
１２の後方下側に配置されている。各排気ポートから排出された排気ガスはエキゾースト
パイプ１３１を介して過給機１１３のタービン部１１４のハウジング内へ供給される。こ
の排気ガスによりタービン部１１４のタービンホイールが回転する。続いて、タービン部
１１４から排出された排気ガスはマフラージョイントパイプ１３２を介してマフラへ供給
され、マフラから外部へ排出される。
【００４２】
　また、過給機１１３のタービン部１１４にはウェイストゲートバルブ１３３が設けられ
ている。すなわち、タービン部１１４の内部には、エキゾーストパイプ１３１を介して供
給される排気ガスの一部をタービンホイール側へ供給せずにマフラージョイントパイプ１
３２側へ流すゲートが形成されており、ウェイストゲートバルブ１３３は、このゲートの
開閉を行うことによりタービンホイール側への排気ガスの流入量を調整する。
【００４３】
　　（冷却系の構造）
　また、図４または図７に示すように、冷却系は、ウォータポンプ３０、ウォータジャケ
ット（図示せず）、ラジエータ３３、冷却水流制御ユニット４１およびリザーバタンク５
９を備えている。ウォータポンプ３０は、クランクシャフトの回転を利用して動作し、冷
却水をウォータジャケットへ送り込む装置である。ウォータジャケットは、シリンダ１４
およびシリンダヘッド１５に設けられ、シリンダ１４およびシリンダヘッド１５を冷却水
により冷却する機構である。リザーバタンク５９は冷却水を貯えるタンクである。
【００４４】
　ラジエータ３３は、走行風を受け、またはラジエータファン４０を駆動し、冷却水の熱
を大気に放出することによって冷却水を冷却する装置である。ラジエータ３３はエンジン
１２の前方に配置されている。また、図２に示すように、ラジエータ３３は、上ラジエー
タ３４および下ラジエータ３５を備えている。上ラジエータ３４と下ラジエータ３５とは
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一対のコネクティングホース３６を介して接続されている。
【００４５】
　上ラジエータ３４は、ラジエータコア３４Ａ、ラジエータコア３４Ａの左側に設けられ
た流入タンク３４Ｂ、およびラジエータコア３４Ａの右側に設けられた流出タンク３４Ｃ
を備えている。また、図７に示すように、上ラジエータ３４において、流入タンク３４Ｂ
の後面上部には冷却水を流入タンク３４Ｂに流入させるラジエータ流入口３７が形成され
ている。また、流出タンク３４Ｃの後面上部には冷却水を流出タンク３４Ｃから流出させ
るラジエータ流出口３８が形成されている。また、図４に示すように、流出タンク３４Ｃ
の後面下部には、冷却水注水口５７から注入された冷却水を後述する冷却水経路に流入さ
せる冷却水供給口３９が形成されている。また、下ラジエータ３５は、図２に示すように
、ラジエータコア３５Ａ、ラジエータコア３５Ａの左側に設けられた流入タンク３５Ｂ、
およびラジエータコア３５Ａの右側に設けられた流出タンク３５Ｃを備えている。また、
上ラジエータ３４の流入タンク３４Ｂの底部に形成された接続口と、下ラジエータ３５の
流入タンク３５Ｂの左面上部に形成された接続口との間には一方のコネクティングホース
３６が接続されている。同様に、上ラジエータ３４の流出タンク３４Ｃの底部に形成され
た接続口と、下ラジエータ３５の流出タンク３５Ｃの右面上部に形成された接続口との間
には他方のコネクティングホース３６が接続されている。また、図７に示すように、ラジ
エータファン４０は上ラジエータ３４の後面に取り付けられている。
【００４６】
　図７に示すように、冷却水流制御ユニット４１の冷却水送出口４６から流出した冷却水
は、上ラジエータ３４のラジエータ流入口３７から流入タンク３４Ｂへ流入し、ラジエー
タコア３４Ａを左から右へ流通して冷却され、流出タンク３４Ｃへ流入する。さらに、後
述するように冷却水流制御ユニット４１の冷却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の
流路が開いているときには、冷却水はラジエータ流出口３８から流出し、冷却水流制御ユ
ニット４１の冷却水戻り口４７に流入する。また、図２に示すように、上ラジエータ３４
の流入タンク３４Ｂに流入した冷却水の一部は、左側のコネクティングホース３６を通っ
て下ラジエータ３５の流入タンク３５Ｂへ流入し、ラジエータコア３５Ａを左から右へ流
通して冷却され、流出タンク３５Ｃへ流入する。さらに、冷却水流制御ユニット４１の冷
却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の流路が開いているときには、冷却水は下ラジ
エータ３５の流出タンク３５Ｃ、右側のコネクティングホース３６および上ラジエータ３
４の流出タンク３４Ｃを順次流通し、図７に示すようにラジエータ流出口３８から冷却水
流制御ユニット４１の冷却水戻り口４７に流入する。
【００４７】
　また、図２に示すように、自動二輪車１の前面視において、上ラジエータ３４は四角形
状、具体的には長方形に形成されており、その長方形の上辺および下辺が水平となり、左
辺および右辺が垂直となるように自動二輪車１に取り付けられている。また、自動二輪車
１の前面視における下ラジエータ３５の形状も略四角形状である。また、上ラジエータ３
４および下ラジエータ３５はそれぞれ左右方向の中心が自動二輪車１の左右方向の中心と
一致するように配置されている。また、上ラジエータ３４の左右方向の寸法は、左右一対
のメインフレーム２１３の左右方向の間隔と略等しいか、それよりも大きく、それゆえ、
上述したように、自動二輪車１の前面視において、上ラジエータ３４の左端部は、左側の
メインフレーム２１３において左にもっとも膨らんだ部分の左面の位置に等しいか、それ
よりも左方（外側）に位置しており、上ラジエータ３４の右端部は、右側のメインフレー
ム２１３において右にもっとも膨らんだ部分の右面の位置に等しいか、それよりも右方（
外側）に位置している。なお、下ラジエータ３５の左右方向の寸法は、上ラジエータ３４
の左右方向の寸法よりも小さい。
【００４８】
　冷却水流制御ユニット４１は、冷却水の温度に応じてラジエータ３３を流通させる冷却
水量を調整し、冷却水の温度を適温に保つ装置である。ここで、図８は冷却水流制御ユニ
ット４１を示し、図９はエンジンユニット１１に形成された冷却水経路、および冷却水流
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制御ユニット４１の内部を示している。また、図９と共に、図１０および図１１は冷却水
流制御ユニット４１の動作を示している。図８に示すように、冷却水流制御ユニット４１
は、サーモスタットハウジング４２を備えている。図９に示すように、サーモスタットハ
ウジング４２の左部内部には左室Ｒ１が形成され、右部内部には右室Ｒ２が形成されてい
る。サーモスタットハウジング４２の左部後ろ側には、エンジン１２のウォータジャケッ
トからの冷却水をサーモスタットハウジング４２の左室Ｒ１に流入させる第１の冷却水流
入口４４が形成されている。また、サーモスタットハウジング４２の左部左側には、オイ
ルクーラ２６および過給機１１３を冷却した冷却水をサーモスタットハウジング４２の左
室Ｒ１に流入させる第２の冷却水流入口４５が形成されている。また、サーモスタットハ
ウジング４２の左部前側には、サーモスタットハウジング４２の左室Ｒ１に流入した冷却
水をラジエータ３３に送り出す冷却水送出口４６が形成されている。また、サーモスタッ
トハウジング４２の右部前側には、ラジエータ３３を流通した冷却水をサーモスタットハ
ウジング４２の右室Ｒ２に流入させる冷却水戻り口４７が形成されている。また、サーモ
スタットハウジング４２の右部後ろ側には、サーモスタットハウジング４２の右室Ｒ２に
流入した冷却水をウォータポンプ３０へ戻す冷却水流出口４８が形成されている。また、
サーモスタットハウジング４２には、冷却水をサーモスタットハウジング４２の左室Ｒ１
から右室Ｒ２へラジエータ３３を流通させずに供給する冷却水バイパス通路４９が形成さ
れている。具体的には、サーモスタットハウジング４２の内部には左室Ｒ１と右室Ｒ２と
を連通させる孔が形成され、この孔内が冷却水バイパス通路４９となっている。また、サ
ーモスタットハウジング４２の右室Ｒ２には、サーモスタット４３が設けられている。ま
た、サーモスタットハウジング４２の左部には、左室Ｒ１を流通する冷却水の温度を検出
する水温センサ５１が取り付けられている。
【００４９】
　サーモスタット４３は、冷却水の温度に応じてラジエータ３３を流通させる冷却水の量
を制御する。具体的には、サーモスタット４３は、サーモスタットハウジング４２の右室
Ｒ２へ流入した冷却水の温度に応じ、冷却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の流路
の開閉、および冷却水バイパス通路４９と冷却水流出口４８との間の流路の開閉を制御す
る。サーモスタット４３は、図９に示すように、弁座４３Ａと、主弁体４３Ｂと、冷却水
の温度に応じて主弁体４３Ｂを移動させ、主弁体４３Ｂを弁座４３Ａに対して離着座させ
るサーモエレメント４３Ｃとを備えている。さらに、サーモスタット４３には、主弁体４
３Ｂと共に移動する副弁体４３Ｄが設けられている。副弁体４３Ｄは、冷却水バイパス通
路４９がサーモスタットハウジング４２の右室Ｒ２に開口している部分に離着座する。サ
ーモエレメント４３Ｃは、サーモスタットハウジング４２の右室Ｒ２へ流入する冷却水の
温度に応じて主弁体４３Ｂおよび副弁体４３Ｄを移動させる。主弁体４３Ｂは、冷却水戻
り口４７と冷却水流出口４８との間の流路を開閉し、副弁体４３Ｄは、冷却水バイパス通
路４９と冷却水流出口４８との間の流路を開閉する。
【００５０】
　サーモスタット４３は、右室Ｒ２に流入した冷却水の温度が所定の基準温度Ｔ１以下の
ときには、図１０に示すように、冷却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の流路を全
閉すると共に冷却水バイパス通路４９と冷却水流出口４８との間の流路を全開する。また
、右室Ｒ２に流入した冷却水の温度が基準温度Ｔ１よりも高く、所定の基準温度Ｔ２（Ｔ
２＞Ｔ１）以下のときには、サーモスタット４３は、図９に示すように、冷却水戻り口４
７と冷却水流出口４８との間の流路、および冷却水バイパス通路４９と冷却水流出口４８
との間の流路の双方を開き、そして、右室Ｒ２に流入した冷却水の温度が上昇するのに従
って冷却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の流路の面積を増加させると共に、冷却
水バイパス通路４９と冷却水流出口４８との間の流路の面積を減少させる。また、右室Ｒ
２に流入した冷却水の温度が基準温度Ｔ２よりも高いときには、サーモスタット４３は、
図１１に示すように、冷却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の流路を全開すると共
に、冷却水バイパス通路４９と冷却水流出口４８との間の流路を全閉する。
【００５１】
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　これら冷却系を構成する各部の配置および接続は次の通りである。すなわち、図４に示
すように、ウォータポンプ３０は、クランクケース１３の右側に取り付けられている。ま
た、ウォータポンプ３０は、クランクシャフトよりも前方に位置するバランスシャフトに
対応する位置に配置されている。また、ウォータポンプ３０とウォータジャケットとの間
には、ウォータポンプ３０からウォータジャケットへ冷却水を供給する経路（図示せず）
が形成されている。また、図７に示すように、冷却水流制御ユニット４１はシリンダヘッ
ドカバー１６の上方に配置され、具体的には、シリンダヘッドカバー１６の上方における
右前側に配置されている。なお、図示していないが、冷却水流制御ユニット４１は、例え
ば、車体フレーム２１１の一部（具体的にはメインフレーム２１３）に取り付けられてい
る。
【００５２】
　また、図７に示すように、ウォータジャケットの流出側と冷却水流制御ユニット４１の
第１の冷却水流入口４４との間はシリンダアウトレットホース５２により接続されている
。また、冷却水流制御ユニット４１の冷却水送出口４６と上ラジエータ３４のラジエータ
流入口３７との間はラジエータインレットホース５３により接続されている。また、上ラ
ジエータ３４のラジエータ流出口３８と冷却水流制御ユニット４１の冷却水戻り口４７と
の間はラジエータアウトレットホース５４により接続されている。また、冷却水流制御ユ
ニット４１の冷却水流出口４８とウォータポンプ３０の冷却水吸込口３１との間はウォー
タポンプインレットホース５５により接続されている。ラジエータインレットホース５３
、ラジエータアウトレットホース５４、およびウォータポンプインレットホース５５は、
エンジン１２の前方、すなわち、エンジン１２とラジエータ３３との間の空間に集約され
て配置されている。また、シリンダアウトレットホース５２、ラジエータアウトレットホ
ース５４、およびウォータポンプインレットホース５５は、エンジン１２の周囲の右側の
領域に集約されて配置されている。また、図３に示すように、リザーバタンク５９は下ラ
ジエータ３５の後方に配置されており、オーバーフロー管路（図示せず）を介して例えば
上ラジエータ３４に接続されている。
【００５３】
　このようなエンジンユニット１１の冷却系には、次の２通りの冷却水の循環経路を有す
る冷却水経路が形成されている。すなわち、図１０に示すように、冷却水の第１の循環経
路は、ウォータポンプ３０から吐出され、ウォータジャケットを流通し、ウォータジャケ
ットからシリンダアウトレットホース５２および冷却水流制御ユニット４１の第１の冷却
水流入口４４を介して左室Ｒ１へ流入し、左室Ｒ１から冷却水バイパス通路４９を流通し
て右室Ｒ２へ流入し、右室Ｒ２から冷却水流出口４８およびウォータポンプインレットホ
ース５５を介してウォータポンプ３０へ戻る経路である。一方、冷却水の第２の循環経路
は、図１１に示すように、ウォータポンプ３０から吐出され、ウォータジャケットを流通
し、ウォータジャケットからシリンダアウトレットホース５２および冷却水流制御ユニッ
ト４１の第１の冷却水流入口４４を介して左室Ｒ１へ流入し、左室Ｒ１から冷却水送出口
４６およびラジエータインレットホース５３を介してラジエータ３３に流入し、ラジエー
タ３３を流通して冷却され、ラジエータ３３からラジエータアウトレットホース５４およ
び冷却水流制御ユニット４１の冷却水戻り口４７を介して右室Ｒ２へ流入し、右室Ｒ２か
ら冷却水流出口４８およびウォータポンプインレットホース５５を介してウォータポンプ
３０へ戻る経路である。
【００５４】
　図１０に示すように、右室Ｒ２に流入する冷却水の温度が基準温度Ｔ１以下のときには
、サーモスタット４３が、冷却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の流路を全閉する
と共に冷却水バイパス通路４９と冷却水流出口４８との間の流路を全開するので、冷却水
は第１の循環経路を流通する。この結果、冷却水はラジエータ３３を流通しないので、ラ
ジエータ３３により冷却された冷却水はウォータジャケットに供給されない。エンジンの
暖気運転を行う際には、冷却水は第１の循環経路のみを流通する。
【００５５】
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　また、図９に示すように、右室Ｒ２に流入した冷却水の温度が基準温度Ｔ１よりも高く
、所定の基準温度Ｔ２以下のときには、サーモスタット４３が、冷却水戻り口４７と冷却
水流出口４８との間の流路と、冷却水バイパス通路４９と冷却水流出口４８の間の流路と
の双方を開くので、冷却水は第１の循環経路と第２の循環経路の双方を流通する。すなわ
ち、ウォータジャケットから冷却水流制御ユニット４１の左室Ｒ１へ流入した冷却水は、
冷却水バイパス通路４９を流通する冷却水とラジエータ３３を流通する冷却水とに分かれ
、これらの冷却水は右室Ｒ２で合流してウォータポンプ３０に戻る。また、この場合、右
室Ｒ２に流入する冷却水の温度が上昇するのに従ってサーモスタット４３が冷却水戻り口
４７と冷却水流出口４８との間の流路の面積を増加させると共に、冷却水バイパス通路４
９と冷却水流出口４８との間の流路の面積を減少させるので、右室Ｒ２に流入する冷却水
の温度が上昇するのに従って、冷却水バイパス通路４９を流通する冷却水量に対する、ラ
ジエータ３３を流通する冷却水量が増加する。
【００５６】
　また、図１１に示すように、右室Ｒ２に流入する冷却水の温度が基準温度Ｔ２よりも高
いときには、サーモスタット４３が、冷却水戻り口４７と冷却水流出口４８との間の流路
を全開すると共に、冷却水バイパス通路４９と冷却水流出口４８との間の流路を全閉する
ので、冷却水は第２の循環経路のみを流通する。この結果、ラジエータ３３により冷却さ
れた冷却水のみがウォータジャケットに供給される。
【００５７】
　また、エンジンユニット１１の冷却系は、オイルクーラ２６および過給機１１３へ冷却
水を供給し、オイルクーラ２６においてエンジンオイルを冷却し、かつ過給機１１３にお
けるベアリング部１１６を冷却する構成を備えている。具体的には、図４に示すように、
ウォータポンプ３０は冷却水をウォータジャケットへ供給する冷却水吐出口（図示せず）
の他に、冷却水をエンジンの外部へ供給する冷却水吐出口３２を備えている。冷却水吐出
口３２には、冷却水を過給機１１３およびオイルクーラ２６に供給するインレット枝配管
６１が接続されている。また、図７または図８に示すように、冷却水流制御ユニット４１
の第２の冷却水流入口４５には、過給機１１３およびオイルクーラ２６を冷却した後の冷
却水を左室Ｒ１へ供給するアウトレット枝配管６２が接続されている。ウォータポンプ３
０の冷却水吐出口３２から吐出され、過給機１１３およびオイルクーラ２６を流通して冷
却水流制御ユニット４１の第２の冷却水流入口４５を介して左室Ｒ１へ流入した冷却水は
、ウォータジャケットから冷却水流制御ユニット４１の第１の冷却水流入口４４を介して
左室Ｒ１へ流入した冷却水と合流する。
【００５８】
　　（冷却水注水口）
　図４に示すように、自動二輪車１の冷却系は、上述した冷却水経路に冷却水を注入する
冷却水注水口５７を有する冷却水注水部５８を備えている。冷却水注水部５８は注水配管
としての注水ホース５６を介して上ラジエータ３４の冷却水供給口３９に接続されている
。例えば、自動二輪車１の整備作業者は、自動二輪車１の整備時に、冷却水を交換するた
めに、冷却水経路から古い冷却水を抜いた後、冷却水注水口５７から新しい冷却水を注入
し、当該冷却水を冷却水経路に充填することができる。
【００５９】
　冷却水注水部５８は、ラジエータ３３からも冷却水流制御ユニット４１のサーモスタッ
トハウジング４２からも分離した独立の部品であり、自動二輪車１において、ラジエータ
３３ともサーモスタットハウジング４２とも異なる位置に配置されている。すなわち、冷
却水注水部５８は、図４に示すように、エンジン１２の右前方であって、上ラジエータ３
４およびエンジン１２よりも高い位置に配置されている。なお、図４中の基準線Ｆはエン
ジン１２における最も高い位置を示し、基準線Ｇはラジエータ３３における最も高い位置
を示している。
【００６０】
　具体的には、冷却水注水部５８は、図５に示すように、自動二輪車１の左右方向の中心
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（基準線Ｓ）よりも右であり、一対のメインフレーム２１３の間の外側、すなわち、右側
のメインフレーム２１３の右方であり、かつ上ラジエータ３４の右端部（基準線Ｅ）より
も左（内側）である位置に配置されている。また、冷却水注水部５８は、自動二輪車１の
上面視において、上ラジエータ３４の上端部に沿って左右方向に伸長する直線である基準
線Ｊと、右側のメインフレーム２１３の前端部に沿って斜めに伸長する直線である基準線
Ｋと、上ラジエータ３４における右側の上隅部を通って自動二輪車１の前後方向（基準線
Ｓと平行な方向）に伸長する直線である基準線Ｅとにより囲まれた三角形の領域内に配置
されている。
【００６１】
　また、冷却水注水部５８は、図６に示すように、エンジン１２の上方に配置された冷却
水流制御ユニット４１のサーモスタットハウジング４２よりも高い位置に配置され、かつ
サーモスタットハウジング４２よりも右（外側）の位置に配置されている。なお、図６中
の基準線Ｍはサーモスタットハウジング４２の上下方向における位置を示し、基準線Ｎは
サーモスタットハウジング４２の左右方向における位置を示している。また、サーモスタ
ットハウジング４２は自動二輪車１における冷却水経路の一部を構成する部品であり、当
該冷却水経路において最も高い位置に配置されている部品である。したがって、サーモス
タットハウジング４２よりも高い位置に配置された冷却水注水部５８は、自動二輪車１に
おける冷却水経路の最も高い位置よりも高い位置にある。
【００６２】
　また、図４に示すように、注水ホース５６は、右側のダウンチューブ２１４および右側
のサイドフレーム２１５の右方を上下方向に伸長しており、注水ホース５６の上端側は冷
却水注水部５８に接続され、下端側は上ラジエータ３４の後面右部に形成された冷却水供
給口３９に接続されている。これにより、冷却水注水口５７は、注水ホース５６内および
冷却水供給口３９を介して上ラジエータ３４の流出タンク３４Ｃ内に連通している。また
、注水ホース５６は、ラジエータアウトレットホース５４においてラジエータ流出口３８
に接続されている端部側の部分の後方を通過し、また、ラジエータアウトレットホース５
４において冷却水流制御ユニット４１の冷却水戻り口４７に接続されている端部側の部分
の右方を通過している。
【００６３】
　このように、本発明の鞍乗型車両の実施形態である自動二輪車１においては、冷却水注
水部５８（冷却水注水口５７）が、一対のメインフレーム２１３の間の外側に配置されて
おり、メインフレーム２１３の間に配置されたエンジン１２から外れた場所に位置してい
る。また、冷却水注水部５８が、エンジン１２の上方に配置されたサーモスタットハウジ
ング４２よりも右に位置している。この結果、エンジン１２の上方に配置されたエアクリ
ーナ１１１、インタークーラ１１７、サージタンク１１９等が冷却水注水口５７の上方を
遮ることがなく、冷却水注水口５７の上方には大きな空き領域が形成されている。したが
って、自動二輪車１の整備時に整備作業者は冷却水注水口５７を外部に容易に露出させる
ことができ、冷却水の注入作業を簡単に行うことができる。例えば、燃料タンク２４１を
取り外すことで、冷却水注水口５７を外部に容易に露出させることができる。
【００６４】
　また、冷却水注水部５８は、上ラジエータ３４の右端部よりも内側に配置されているの
で、冷却水注水部５８が自動二輪車１の側方外側に出っ張ることがない。したがって、自
動二輪車１の車幅を小さくすることができる。
【００６５】
　また、冷却水注水部５８（冷却水注水口５７）が、エンジン１２およびラジエータ３３
よりも高い位置であって、サーモスタットハウジング４２よりも高い位置に配置されてお
り、すなわち、冷却水経路の最も高い位置よりも高い位置に配置されているので、冷却水
注水口５８から冷却水を注入することにより、冷却水を冷却水経路に充填することができ
る。また、このように冷却水注水部５８を高い位置に配置することにより、整備作業者に
よる冷却水の注入作業をやり易くすることができる。
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【００６６】
　また、冷却水注水部５８が上ラジエータ３４の冷却水供給口３９の略真上に位置してい
るので、冷却水注水部５８と冷却水供給口３９との間を、略直線状に伸長する短い注水ホ
ース５６により接続することができ、冷却水注水口５７から注入された冷却水を冷却水経
路内に円滑に流し込むことができる。
【００６７】
　また、冷却水注水口５７が、ラジエータ３３およびサーモスタットハウジング４２から
分離した部品である冷却水注入部５８に設けられているので、冷却水注水口５７の配置を
選択する自由度を高めることができる。
【００６８】
　一方、図９に示すように、冷却水流制御ユニット４１において、サーモスタット４３に
副弁体４３Ｄを設け、冷却水の温度が基準温度Ｔ２よりも高いときには冷却水バイパス通
路４９を副弁体４３Ｄにより全閉する構成とした。これにより、エンジン１２がこのよう
に高温となったときには、ラジエータ３３により冷却された冷却水のみをウォータジャケ
ット等に流通させることができ、エンジン１２の温度を迅速に下げることができる。また
、冷却水バイパス通路４９の通路径を大きくし、または通路長を短くしても、冷却水の温
度が基準温度Ｔ２よりも高くなったときには冷却水バイパス通路４９を全閉してしまうの
で、エンジン１２の高温時にエンジン１２の冷却効果が低下することがない。したがって
、冷却水バイパス通路４９の通路径を大きくし、または通路長を短くして、冷却水バイパ
ス通路４９の通路抵抗を小さくすることができ、エンジン１２の低温時、すなわち冷却水
バイパス通路４９が全開である間におけるエンジン１２の暖気性能を高めることができる
。もっとも、冷却水流制御ユニット４１において、副弁体を有していないサーモスタット
を採用してもよい。この場合、冷却水バイパス通路４９は常時全開の状態となり、エンジ
ン１２の高温時に、ラジエータ３３により冷却された冷却水のみをウォータジャケット３
２等に流通させることができないが、副弁体を有していないサーモスタットを採用するこ
とにより、製造コストを下げることができ、また、冷却水流制御ユニット４１の構造を簡
単化することができる。
【００６９】
　なお、上述した実施形態では、冷却水注水部５８を自動二輪車１の左右方向の中心より
も右側に配置する場合を例にあげたが、本発明はこれに限らない。例えば、ウォータポン
プ３０および冷却水流制御ユニット４１がエンジン１２の左側に配置され、ラジエータ３
３を冷却水が右から左へ流れる構成である場合は、冷却水注水部５８は自動二輪車１の左
右方向の中心よりも左側に配置する。
【００７０】
　また、本発明は、上ラジエータおよび下ラジエータに分割されていない、単一化された
一般的なラジエータを備えた鞍乗型車両にも適用することができる。また、本発明の鞍乗
型車両は自動二輪車に限定されず、エンジンを搭載した三輪車やバギー車等の種々の鞍乗
型車両に適用することができる。
【００７１】
　また、本発明は、請求の範囲および明細書全体から読み取ることのできる発明の要旨ま
たは思想に反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更を伴う鞍乗型車両もまた
本発明の技術思想に含まれる。
【符号の説明】
【００７２】
　１　自動二輪車（鞍乗型車両）
　１１　エンジンユニット
　１２　エンジン
　３０　ウォータポンプ
　３３　ラジエータ
　３４　上ラジエータ
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　３５　下ラジエータ
　３９　冷却水供給口
　４１　冷却水流制御ユニット
　４２　サーモスタットハウジング
　４３　サーモスタット
　４９　冷却水バイパス通路
　５６　注水ホース
　５７　冷却水注水口
　５８　冷却水注水部
　１１１　エアクリーナ
　１１７　インタークーラ
　１１８　排風ダクト
　１１９　サージタンク
　２１１　車体フレーム
　２１２　ヘッドパイプ
　２１３　メインフレーム
　２１４　ダウンチューブ
　２１５　サイドフレーム
　２１６　ピボットフレーム
　２１７　補強フレーム

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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